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３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
地
域
支
部
で
は
総
会
ま
た
は
お
出
か
け
も
兼
ね

た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
の
振
り
返
り
と
今
年
度
の
活
動
計
画
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
で
す
。
医
療
生
協
が
目
指
す
「
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」
を
柱
に
、
仲
間
増
や
し
・
出
資
金
増
や
し

の
年
間
到
達
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
、
い
く
つ
か
の
支
部
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
。

－はるな生協の現況－
（2025年５月１日現在）

組合員数 19,632人
出資総額 393,048,500円
一人平均出資額 20,021円

電話 027（323）2762 ５ 月 号

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

昨
夏
は
観
測

史
上
最
も
暑
い

夏
で
し
た
。
今

年
も
猛
暑
に
な

る
の
で
し
ょ
う

か
？
地
球
温
暖
化
が
叫
ば

れ
も
う
何
十
年
も
経
ち
ま

す
。
２
０
２
３
年
に
は
グ

テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長

が
地
球
沸
騰
化
を
訴
え
ま

し
た
▼
猛
暑
は
気
候
変
動

の
一
端
で
あ
り
、
動
植
物

全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
野
菜
は
育
た
ず
、

米
も
不
作
続
き
で
す
。
海

水
温
の
上
昇
で
漁
獲
量
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
豪
雨

や
異
常
に
強
い
台
風
な
ど

に
よ
る
被
害
も
拡
大
し
て

い
ま
す
▼
気
候
変
動
を
食

い
止
め
る
た
め
に
は
Ｃ
Ｏ

２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
削
減
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
Ｒ
Ｅ
１
０
０
と
い

う
事
業
用
の
電
力
を
１
０

０
％
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

賄
う
こ
と
を
目
指
す
国
際

的
な
取
り
組
み
も
よ
う
や

く
始
ま
り
、
日
本
は
イ
オ

ン
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
ニ
ー

な
ど
81
社
が
参
画
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
武
蔵

野
市
で
始
ま
っ
た
市
民
参

加
型
の
気
候
市
民
会
議
が

い
く
つ
か
の
自
治
体
に
拡

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
▼

今
日
で
は
資
源
や
電
気
、

自
動
車
を
使
い
放
題
な
生

活
が
当
た
り
前
で
す
。
し

か
し
、
便
利
で
快
適
な
生

活
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
き

た
こ
と
が
地
球
温
暖
化
を

招
き
ま
し
た
。
大
人
は
、

子
ど
も
達
に
未
来
も
ず
っ

と
生
活
す
る
こ
と
が
可
能

な
地
球
環
境
を
残
さ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
も
う

小
さ
な
こ
と
か
ら
な
ど
と

言
っ
て
い
る
段
階
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
で
き
る
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
実

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。�

（
走
）

は
る
な
生
活

協
同
組
合

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部 ◆�

【
特
集
】
２
０
２
４
年
度
は
る
な
生
協
事
業

報
告　
（
２
面
～
３
面
）
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ふ
る
さ
と
の
散
歩
道
の
お
知
ら
せ
／
福
島
被

災
地
見
学
の
お
知
ら
せ
（
再
）
／
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
／
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
な
ど
（
４
面
）

※�

連
載
シ
リ
ー
ズ
「
役
に
立
つ
リ
ハ
ビ
リ
あ
れ

こ
れ
」、「
私
の
趣
味
聞
い
て
み
ま
し
た
！
」、

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
・
お
便
り
」、「
す
こ
し

お
レ
シ
ピ
」
は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今 月 の 紙 面
（５月号）

恒
例
の
お
出
か
け

恒
例
の
お
出
か
け

総
会
総
会��

上
中
居
支
部

今
年
も
議
案
説
明

今
年
も
議
案
説
明

会
を
兼
ね
た
合
同

会
を
兼
ね
た
合
同

の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

倉
賀
野
支
部
・
吉
井
町
支
部

花
咲
く
総
会

花
咲
く
総
会

第
６
支
部（
井
野
町
・

小
八
木
町
周
辺
地
域
）

和
田
下
之
城
散
策

和
田
下
之
城
散
策

～
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
～

～
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
～

佐
野
支
部

　

行
楽
日
和
と
な
っ
た
４
月

25
日
、
妙
義
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
「
妙
義
温
泉
」
も
み
じ
の

湯
（
富
岡
市
）
に
行
き
ま
し

た
。
13
人
が
参
加
し
て
、
会

場
で
は
支
部
総
会
を
行
い
、

４
つ
の
班
（
笑
い
ヨ
ガ
班
・

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
班
・
上
中

居
班
・
カ
ル
タ
班
）
の
つ
な

が
り
を
基
盤
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
新
し
い
仲
間
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
総
会
後
は
、
お
食

事
や
温
泉
な
ど
で
満
喫
し
ま

し
た
。

　

春
雨
と
な
っ
た
４
月
23
日

に
牛
臥
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

（
高
崎
市
吉
井
町
）
で
合
同

議
案
説
明
会
を
行
い
ま
し
た

＝
写
真
＝
。
こ
の
企
画
は
２

年
連
続
で
、「
も
う
恒
例
行

事
で
す
ね
」
と
両
支
部
長
。

倉
賀
野
支
部
15
人
、
吉
井
町

支
部
５
人
の
計
20
人
が
参
加

し
て
、
酒
井
潤
専
務
理
事
か

ら
２
０
２
４
年
度
の
活
動
報

告
と
２
０
２
５
年
度
の
活
動

計
画
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
説
明
後
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
で
は
、
個
別
送
迎
や
シ
ャ

ト
ル
カ
ー
に
つ
い
て
、
夜
間

の
対
応
に
つ
い
て
、
面
会
制

限
に
つ
い
て
な
ど
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
知
り

合
い
が
入
院
し
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
は
「
ぜ
ひ
職
員
に

伝
え
た
い
」
と
酒
井
専
務
。

　

そ
の
後
は
、
支
部
ご
と
に

分
か
れ
て
の
支
部
総
会
や
昼

食
交
流
会
。
雨
の
た
め
周
辺

散
策
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

地
域
み
ん
な
で
取
り
組
ん
だ

こ
の
一
年
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支

部
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石
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支
部
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第
５
支
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⑨

大
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支
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甘
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⑥
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佐
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催
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支
部
で
総
会
を
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催
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満
開
の
桜
に
迎
え
ら
れ
た

４
月
９
日
、
ヘ
ル
シ
ー
パ
ル

赤
城
（
渋
川
市
）
で
支
部
総

会
を
行
い
ま
し
た
＝
写
真

＝
。
行
き
の
バ
ス
で
は
お
口

を
動
か
す
準
備
運
動
を
し
、

懐
か
し
い
童
謡
を
歌
い
ま
し

た
。
到
着
後
は
、
早
速
総
会

の
会
場
へ
。
今
年
度
の
活
動

報
告
と
思
い
出
話
、
新
総
代

と
新
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
食
事
ま
で
の
時
間
に
簡

単
な
体
操
で
程
よ
く
お
腹
を

空
か
せ
て
、
こ
こ
か
ら
は
食

事
に
入
浴
と
お
し
ゃ
べ
り
に

と
、
桜
以
上
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。
帰
り
に
は
白
井
宿

に
寄
っ
て
も
ら
い
、
車
窓
か

ら
こ
れ
か
ら
咲
く
八
重
桜
並

木
を
想
像
し
な
が
ら
戻
り
ま

し
た
。

　

ま
た
１
年
、
健
康
に
楽
し

く
活
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

チ
ャ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
３
月
17

日
、
和
田
下
之
城
祉
を
散
策

し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
室
町

時
代
に
和
田
城
主
の
弟
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
支
城
で
、

当
時
の
様
子
を
想
像
し
な
が

ら
楽
し
く
廻
り
ま
し
た
。

　

本
丸
跡
地
の
お
宅
の
敷
地

に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
た
く
さ

ん
の
花
だ
い
こ
ん
に
囲
ま
れ

た
祠
や
屋
敷
稲
荷
に
手
を
合

わ
せ
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
食
事

へ
と
場
を
移
し
、
参
加
者
に

出
資
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
頻
繁
に
は
集
ま
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ゆ
っ
く

り
と
活
動
す
る
支
部
で
す
。



2024年度はるな生協事業報告
（１）医療活動
（高崎中央病院）
　地域の要望に応えるとともに、病床の高稼働維持、訪問診療の拡大
など経営改善の結果、前年を上回りました。
（通町診療所）
　所長の交代や診療体制の変化がありましたが、多職種連携・法人内
連携に努めました。
（はるな生協歯科診療所）
　研修医１名を受け入れました。施設で歯科検診を実施し訪問歯科診
療の拡大に繋げました。

（２）介護・福祉活動
（在宅福祉総合センターほほえみ）
　利用者の希望に沿うようケアプラン作成やデイサービスの様子を伝
える「ほほえみ通信」発行に努めました。病児保育は700人以上受け入
れました。
（介護センターほほえみの杜）
　高齢者住宅では空室を生じないように努めました。デイサービスで
は毎月おたよりを発行しました。ショートステイでは新規利用者の確
保に努めました。
（高齢者住宅虹の家）
　高齢者住宅では入退去が多く稼働が安定しませんでした。デイサー
ビスは定員を増やしました。ヘルパーステーションは利用者確保に努
めました。
（看護小規模多機能つむぎ）
　利用登録者確保に努めました。医療依存度が高い方を積極的に受け
入れました。
　訪問看護では重症患者を積極的に受け入れ高稼働を維持しました。
（高崎中央病院）
　訪問リハビリは積極的に受け入れました。
（通町診療所）
　職員の力量向上に取り組みました。
（その他）
　有償ボランティア「あんじゃねぇ」は実働協力者９人で活動を続け
ています。猛暑の時季は活動を制限することもありました。

（３）事業所利用委員会
　すべての事業所で『患者・利用者満足度アンケート』に取り組み、
委員も協力しました。施設の巡視も行いました。
（高崎中央病院）
　① 虹の箱に寄せられた投書
や意見などを検討し、回
答を掲示しました。はる
な元気塾を２回開催し、
のべ25人の参加でした．

（通町診療所）
　① 2023年６月より隔月でお
しゃべりカフェを開催し

ています。地域の方と職員の交流の場となることを目的としてい
ます。

（歯科診療所）
　①班会やまちかど健康チェック、HPHの健康講座に参加しました。
（介護事業所）
　① ほほえみの杜とつむぎで運営懇談会を行いました。去年に続いて
ニヤリホット事例の取り組みを行いました。

（４）健康づくり
　① 「まちかど健康チェック」
を16回開催できました。
地域の民生委員からの紹
介やコープぐんまとの連
携もありました。

　② はるな健康体操を定期的
に開催し、４～３月で計
12回、のべ87人の方が参
加しました。すこしお検定やヘルスリ
テラシー検定、すこしおカルタの活用
を促しました。

　③ 「ぐんままるごと健康チャレンジ2024」
に、429人が参加、キッズチャレンジに
は６団体39人が参加しました。学習会
では、はるな生協の理学療法士と歯科
衛生士が講師を務めました。

（５）組合員活動
　① 班会開催数514回は前年を上回り、２回の生協強化月間の取り組み
で出資金は２年連続の純増となりました。

　② 新班が２つできました
（第５支部はちまん班、
上中居支部カルタ班）。
一方で中心的役割を果た
してきた方の体調不良等
で休止している班もあり
ます。

　③ ボランティア部会では、
慰問活動の橋渡しや在宅
患者向けクリスマスプレゼントや新入園入学応援グッズを作りま
した。ボランティアのあり方について議論しました。

　④生活困窮者支援の炊き出しを月２回継続して行いました。
　⑤ 緑十字は毎月発行し活動
及び事業の紹介を掲載し
ました。新規配達者は12
人ですが、高齢や病気を
理由に配れなくなる方も
いました。組合員世帯へ
の配布率は34.6%、ホー
ムページへの掲載は継続
しましたがLINE等の活

用には取り組めていません。
　⑥ 支部ニュースを発行した支部は30支部中５支部でした。
　⑦ 組合員職員交流集会は、組合員が15支部から26人、職員が６事業
所から22人参加し実施しました。

　⑧ 生協強化月間初日のワクワク健康チェックDAYは、50人の参加が
あり、組合員と職員が一緒に運営を行いました。10月の生協コー
ナーでは理事と職員が一緒に外来患者に声掛けし成果を上げるこ
とができました。

（６）教育文化活動
　① 映画上映会では「いのちの停車場」を上映し、400人以上の方が鑑
賞しました。

　② 歴史散歩を再開し、草
津栗生楽泉園重監房
資料館に行きました。
ふるさとの散歩道で
は、歴史的遺構から谷
川岳ハイキングまで
幅広く内容を設定し
ました。

　③ 委員会内での学習は、理事会・病院利用委員会・介護事業所利用
委員会・教育文化委員会・社保平和委員会で取り組まれました。

（７）社会保障・平和を守る活動
〈社会保障を守る活動〉
　① 医療や介護保険の改悪に反対する運動（請願署名など）に取り組み、
高崎社会保障推進協議会の運動にも積極的に参加しました。

　② 高崎市との懇談を開催し、医療・介護の現場の声を伝え改善を求
めました。他の西毛地域の自治体との懇談はできませんでした。

　③ 「現行の健康保険証を残す請願署名」に取り組み、経過措置によ
り12月２日以降も保険証に記載のある有効期限まで使用できるこ
とも呼びかけました。

　④第37回日本高齢者大会に現地とオンラインで参加しました。
　⑤ 困窮する大学生への食糧支援プロジェクトに年間２回参加・協力
し、支援物資やカンパなどを届けました。

　⑥能登半島豪雨災害義援金募金に取り組みました。
　⑦ 学校給食費の無償化では、県内で唯一未実施の高崎市でしたが、
2025年度より一部無償化が実現しました。

〈平和を守る活動〉
　① 第39回5.3憲法記念日集会への参加など憲法を守る活動に取り組み
ました。

　② 国民平和大行進のメイン
コースには、行進に組合
員14人と職員11人の計25
人が参加、網の目コース
にも５人が参加しまし
た。

　③ 原水爆禁止世界大会（広
島）は、２人の職員を現
地に派遣し、代表派遣募

金も取り組みました。各事業所では「原爆パネル展示」を実施し
ました。第35回高崎平和コンサートにも参加しました。

　④ 被災71年2025年3.1ビキニデー日本原水協全国集会に組合員１人が
参加しました。

　⑤ 福島被災地見学を開催して組合員13人と職員17人が参加しました。
第14回さよなら原発アクションには、組合員と職員20人が参加し
ました。

（８）生協創立70周年記念事業の取り組み
　未来ポストに54通の応募が
ありました。さつまいも収穫
祭には除草ボランティア含め
のべ90人が参加しました。70
周年記念事業の締めくくりと
して第４回フリマ＆バザーを
行い、450人の参加者があり、
組合員と職員が一緒に活動で
きました。寄せ書きは総代会
やフリマ＆バザー会場で多くの方々に当生協への期待や夢を書いてい
ただきました。

誰もが健康で居心地よくくらせる誰もが健康で居心地よくくらせる
まちづくりへの挑戦まちづくりへの挑戦

◇ 医療福祉生協をたくさんの人に知ってもらい、多様な参加で組合員が主人公の事
業と運動をともにつくろう

◇ 平和な世界、持続可能な世界、人権が大切にされる誰一人取り残されない社会を
めざして行動しよう

　良いお天気となった４月26日、高崎中央病院
小児科待合室でワイワイ子育て講座の特別企画
として、みんなで鯉のぼりを作りました。自称
木工作家の鈴木隆小児科医師（理事長）が、手
作り鯉のぼり制作のイベントを用意。切り抜い
てある木の鯉のぼりに皆さんで好きに色を塗っ
てお家に持ち帰って飾ってもらいま
す。今回８組のご家族が参加して、賑
やかな時間となりました。
　世界に一つだけのマイ鯉のぼりに皆
さん感動しました。

第３回　『子どもの事故』
日時：６月11日（水）　10：30～11：30
講師：鈴木　　隆（高崎中央病院　小児科医師）
場所：まちのリビング　kidssaco（きっさこ）
 〈中居町中央商店街〉
人数：10組　申し込み順（親子参加歓迎）
　※参加費用は、かかりません。
　 講演20～30分　質問・懇談30分程度を予定
しています

お申し込み先：高崎中央病院　小児科
　　　　　　　　027-323-2607

2025年度
ワイワイ子育て講座のお知らせ

「こいのぼりをつくろう」企画に
８組が参加！

～４／26ワイワイ子育て・番外編～
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福島被災地見学 参加者・再募集のお知らせ

日　　程：5月29日（木）
集　　合：高崎中央病院東側駐車場（歯科診療所の南側です。）
時　　間：７時出発（６時45分集合）　19時30分帰着予定
見学箇所：大熊町～浪江町～双葉町など
　　　　　（福島第一原子力発電所の周辺）
参 加 費：4,000円【資料・お弁当代含む】
定　　員：30人（先着順）※まだ間に合います！
お申込み締切日：５月20日（火）
＊大型バス1台で現地に行きます。職員も15人程参加予定です。

【お問い合わせ先】社会保障委員会事務局（組合員活動部）・野村まで
　　　　　　　　  ☎027-323-2762

お問い合わせ先：組合員活動部　担当・野村　☎027-323-2762

社会保障委員会

生活困窮者への支援米等のご提供にご協力
をお願い申し上げます。
　皆様に支えられ、お蔭様で16年目となった生活困窮者支援ですが、
炊き出しは現在も月２回（第一・第三土曜日）の実施、またシングル
マザー支援活動（ひとり親家庭や無保険となった方々への支援米や食
料品などの支援物資の提供）も継続して取り組んでいます。
　現在、物価高騰の影響によりさら
に生活が苦しい状況になっています。
皆様には、この活動に最も必要な主
食のお米（玄米可）と食料品（おに
ぎりで使用する海苔など）の支援物
資のご提供を引き続きご協力をお願
い致します。
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【解き方】タテ・ヨコのカギを解いてクロスワードを完成したら、二重ワク
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お申込み・お問い合わせ先：
組合員活動部（担当：井上）電話027（323）2762

第43回ふるさとの散歩道

『群馬の森まで歩こう！』
　群馬県民いこいの場、群馬の森。思いきってふれあい会館（高崎中央病院）
から歩いていきましょう。約６キロのウォーキングをしながら、途中にある
歴史スポットも通ります。地元の歴史に触れながら健康にもなれる企画です。
昼食持参でゆっくり休んだら、ぐるりんバスで帰りましょう。

日時：７月１日（火）午前９時30分集合・出発
日　　時：７月１日（火）午前９時30分集合・出発
集合場所：はるな生協組合員ふれあい会館（高崎中央病院北側の建物）
参 加 費：�無料（※帰りのぐるりんバスの運賃は自己負担となりますので、

ご注意ください。片道200円）
※��雨天中止。昼食ご持参ください。暑さ対策も忘れずに。
　�高崎中央病院のシャトルカーが高崎駅西口から運行しています。ご利用
ください。（９：10モントレー側の障害者用乗降場）
定員15人（お申し込み順）。お申し込みが５人以下の場合は、中止します。
お申込締切日: ６月27日（金）

※�群馬の森のバス停の写真を撮ってこら
れた方には、参加賞を差し上げます。

　組合員活動部までお越しください。
※�第１回〜第42回までの散歩道の地図も
組合員ふれあい会館１階に用意してあ
ります。（欠番あり）

【コース】はるな生協組合員ふれあい会館から群馬の森まで

2025年４月号（第709号）・５面【短歌】中重仁子様（吉井町）作品より
（誤）尾瀬縦走で一本の橋を渡り終え　十数年後迄生き延びてます
�

（正）尾瀬縦走で一本橋を渡り終え　数十年後迄生き延びてます
�
訂正し深くお詫び申し上げます。大変申し訳ございませんでした。

お詫びと訂正

反貧困実行委員会


